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【1】はじめに

本機能は、国土交通省から公開されている以下の機能要件の「3次元データ等表示機能」に該当します。

⚫ 工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件(Rev.5.1) 平成31年3月版
⚫ 業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件(Rev.1.1) 平成31年3月版

① 概要

「3次元データ等表示機能」は、2次元の図面データ、ICT土工やCIMを構成する3次元データ等を表示
するビューア機能です。
受発注者間で同じシステムを利用して、3次元データ等を表示することができます。

② ご利用条件

「3次元データ等表示機能」をご利用いただくには、案件毎に設定が必要です。
設定を有効にした案件は、受発注者 全てのご担当者様が「3次元データ等表示機能」をご利用いただけ
ます。

国土交通省の機能要件では「3次元データ等表示機能」は、「ICT土工やCIM活用工事/業務」でご使
用いただく場合の要件として定められています。
上記以外の案件につきましては、基本的には受発注者間の協議でご利用の可否をご検討ください。

※「3次元データ等表示機能」の設定をご希望のお客様や、設定に関するお問い合わせは、弊社「工事
情報共有システム サポート係」までご連絡ください。

＜お問い合わせ窓口＞

株式会社建設システム 工事情報共有システム サポート係

電話番号：0120-47-4545

受付時間：月～金 9：00～12：00 / 13：00～17：00 （祝・祭日除く）

「3次元データ等表示機能」をご利用に当たってのご注意点

「3次元データ等表示機能」は、受発注者でそれぞれ利用されているCAD同士の互換性の問題を解

消するために、受発注者間で同じシステムを利用して3次元データ等を表示・確認できるようにす

るものです。

CADとは違いビューア機能になりますので、作成したものを完全にそのまま再現できるわけではご

ざいません。

表示した際、元データと多少の違いが生じる場合がございますが、ご了承ください。
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【1】はじめに

「3次元データ等表示機能」を利用する場合は、以下のブラウザでアクセスしてください。

⚫ Google Chrome （推奨）
⚫ Microsoft Edge
⚫ Internet Explorer11 （一部機能に制限あり）

※ Mozilla Firefox では「3次元データ等表示機能」はご利用いただけませんので、ご了承ください。

③ 対応ブラウザ
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【2】3次元データ等の登録について

「 3次元データ等表示機能」を利用するために、データの登録を行います。

① 利用可能なファイル形式

2次元図面・3次元モデルのデータを、「共通書類管理」に登録します。

※本マニュアルでは、3次元データ等を「共通書類管理」に登録する方法のみ解説いたします。
その他の「共通書類管理」の操作方法は、以下をご確認ください。

⚫ 「工事情報共有システム 基本操作マニュアル 【発注者用】」の「【4】共通書類管理」
⚫ 「工事情報共有システム 基本操作マニュアル 【受注者用】」の「【5】共通書類管理」

工事情報共有システムの「 3次元データ等表示機能」を利用できる2次元図面・3次元モデルのファイ
ル形式は、以下になります。

⚫ LandXML
⚫ IFC
⚫ P21
⚫ SFC
⚫ LAS
⚫ DWG （2D/3D）

DWG形式（2D/3D）の表示について

DWG形式（2D/3D）を表示する場合のみ、本マニュアルでご紹介している機能と、画面周りや操

作方法が異なります。

また、断面表示機能や各種計測機能、図形作図機能には対応しておりません。

ブラウザは、Google Chrome（推奨）か、Microsoft Edge でご利用ください。

※ファイルの構成上、完全な状態で表示できない要素や、元データとの相違が生じる場合がござい

ます。

DWGファイルの作成方法・作成ソフト等の様々な要因で発生する問題のため、完全に再現できな

い場合がございますが、ご了承ください。

② 3次元データ等の登録

「共通書類管理」で2次元図面・3次元モデルのデータを登録するフォルダを選択し、ファイルの「登
録」をクリックします。

※ここでは、「CIM等」のフォルダに登録します。
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【2】3次元データ等の登録について

「ファイルを選択」からファイルを選択し、管理区分、件名等、必要な情報を入力します。
※入力は任意です。検索項目として使用することもできますので、入力しておいていただくと書類管理
がスムーズになります。

以下のいずれかをクリックして登録を行います。
・登録：ファイルの登録のみ行います。
・登録（掲示板登録）：登録した内容を掲示板に表示して通知できます。
・登録（メール送信）：登録した内容を関係者にメール送信して通知できます。

2次元図面・3次元モデルのデータを登録すると、書類一覧の図面列に「作成中」と表示されます。
「一覧」をクリックします。

「作成中」が「表示」に変わりましたら登録は完了です。
※データによっては「作成中」から変わらない場合もございます。時間を空けて再度「一覧」をクリッ
クしてください。



7

【3】3次元データ等の表示について

登録した2次元図面・3次元モデルのデータを、ビューア機能を利用して表示します。

3次元データ等の表示方法

図面列の「表示」をクリックします。

図面表示について

書類一覧の「図面」列は、 「3次元データ等表示機能」の設定を有効にしている案件にのみ表示さ

れます。

「3次元データ等表示機能」を利用できる2次元図面・3次元モデルのファイル形式（LandXML・

IFC・P21・SFC・LAS・DWG）は、「表示」ボタンからオンラインビューアを起動してデータを

閲覧することができます。

※ LandXML・IFC・P21・SFC・LAS・DWG 以外の図面ファイルを登録した場合は、「表示」ボ

タンは作成されません。
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【3】3次元データ等の表示について

「表示」をクリックすると、操作中の画面とは別タブでオンラインビューアが起動して、3次元データ
等の閲覧ができます。

「3次元データ等表示機能」の設定を後から有効にした場合

「3次元データ等表示機能」の設定を、お申込み時でなく、ご利用開始後に有効にした場合、設定

前に登録したデータをコンバートする必要があります。

設定前に登録したデータには、「変換」ボタンが表示されます。

「変換」をクリックすると書類一覧の図面列に「作成中」と表示されます。

時間を空けて「一覧」をクリックすると、「作成中」が「表示」に変わります。
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【4】オンラインビューアの画面構成について

オンラインビューア機能の画面の基本構成について解説します。

① 画面構成

メイン画面

ツールバー

コンパス

注視点位置

① 画面構成
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【4】オンラインビューアの画面構成について

② ツールバー

ツールバーは、メイン画面の視点位置、視線方向の変更に利用する「カメラ操作部」と、計測機能や簡
易図形等の各種機能で利用する「ツール操作部」に分かれています。

カメラ操作部②-1

カメラ操作部では、メイン画面の視点位置や視線方向の変更操作が行えます。
カメラ操作部は、視点を平行移動する「移動モード」と、視点を回転する「回転モード」の2種類の
モードに分かれています。

「視点モード」と「回転モード」は、以下のボタンでそれぞれ切り替えを行うことが可能です。

移動モード 回転モード

カメラ操作部

ツール操作部
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【4】オンラインビューアの画面構成について

以下の表は、「移動モード」「回転モード」で共通の操作一覧です。

ツール操作部②-2

ツール操作部では、以下の機能を選択できます。

ツール操作部の各機能の詳しい操作は、「【5】オンラインビューアの操作について」で解説します。
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【5】オンラインビューアの操作について

オンラインビューアのマウス・キーボード操作、ツール操作部の各機能の操作を解説します。

① マウス・キーボード操作

以下の表は、マウス・キーボードの操作一覧です。

② ツール操作部： 断面表示

断面表示では、指定した2点間の垂直断面を表示します。

以下の2点の垂直断面を表示します。
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【5】オンラインビューアの操作について

垂直断面を表示したい箇所を、要素上で2点右クリックします。

要素上の1点目を右クリック

2点を指定後に右クリックすると、垂直断面を表示する方向が切り替わります。

右クリック

※垂直断面を表示した状態でも、各種計測機能をご利用いただくことができます。

※断面表示を終了する場合は、再度「断面表示」コマンドをクリックしてください。

③ ツール操作部： 距離計測

距離計測では、指定した点の座標と、前点からの距離を計測します。

要素上の2点目を右クリック

右クリック 右クリック

※点群データでは、「断面表示」を行うことができません。
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【5】オンラインビューアの操作について

距離を計測したい箇所を、
要素上で左クリックします。

指定した点の座標が画面上に表
示されます。

④ ツール操作部： 簡易図形

要素上で1点目を左クリック

要素上で2点目を左クリック

2点目を要素上で左クリックし
ます。

前点からの距離が画面上に表示
されます。

表示対象ファイルが IFC・
LandXML・LAS の場合は
「m」単位、SFC・P21 の場合
は「mm」単位で表示されます。

※「Backspace」キーで1つ前の操作に戻ります。

※「Esc」キーで初めから操作をやり直します。

3次元/2次元データ上の任意の位置に、点・線・面・文字列等の図形を書き込みます。

図形の作成④-1

図形の作成方法を解説します。
図形の作成は、基本的に右図の
ような流れで実施します。
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【5】オンラインビューアの操作について

グループは、図形形状ごとに設定します。
作成したい図形の形状に合わせてグルー
プを選択します。
作成したい形状のグループが存在しない
場合は、グループを追加します。

（１）グループ追加

「図形グループ設定［追加］」で、作成
したい図形の属性を設定します。

グループのアイコンは、選択した図形タ
イプを表します。

※作成できる図形タイプは、点・線・
面・文字列の4種類です。

点

線

面

文字列

グループの追加は、「ユーザレイヤ」上
で右クリックし、「グループ追加」を選
択します。
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【5】オンラインビューアの操作について

作成したい図形の形状ごとにグループを
用意してください。

必要な項目を設定したら、「登録」をク
リックします。
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【5】オンラインビューアの操作について

（2）図形作成モード開始
図形作成モードを開始するには、「簡易図形」画面の「図形作成」を選択します。
図形作成モードを終了するには、再度「図形作成」をクリックしてください。

通常時

図形作成モード中

1. 点の作成

※図形作成モード中は、マウス・キーボードを使用しての視点移動操作ができなくなるのでご注意く

ださい。

「図形作成」モードを有効にし
た状態で、メイン画面の要素上
で点を作成したい位置にプロッ
トします。
プロット操作は、左クリックし
てください。
プロット後、自動的に図形が確
定され、保存されます。

誤った位置にプロットした際は、
図形の削除を行ってください。
※図形の削除の詳しい操作は、
「 ④-3 図形の削除」をご欄く
ださい。

点形状の図形を作成するには、
「簡易図形」画面の「ユーザレ
イヤ」内のグループ一覧から、
図形タイプが「点」のグループ
を選択します。
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【5】オンラインビューアの操作について

2. 線の作成

全ての頂点のプロットが完了し
たら、キーボードの「Enter」
キーを押します。
図形が確定され、保存されます。

線形状の図形を作成するには、
「簡易図形」画面の「ユーザレ
イヤ」内のグループ一覧から、
図形タイプが「線」のグループ
を選択します。

「図形作成」モードを有効にし
た状態で、メイン画面の要素上
で線の頂点位置をプロットしま
す。
プロット操作は、左クリックし
てください。

誤った位置にプロットした際は、
右クリックすると、直前にプ
ロットした点をキャンセルする
ことができます。

※「Enter」キーを押さずに「図形作成」モードを終了すると、作成した図形が保存されませんのでご

注意ください。
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【5】オンラインビューアの操作について

3. 面の作成

面形状の図形を作成するには、
「簡易図形」画面の「ユーザレ
イヤ」内のグループ一覧から、
図形タイプが「面」のグループ
を選択します。

「図形作成」モードを有効にし
た状態で、メイン画面の要素上
で面の頂点位置をプロットしま
す。
プロット操作は、左クリックし
てください。

誤った位置にプロットした際は、
右クリックすると、直前にプ
ロットした点をキャンセルする
ことができます。

※凹型の図形は正しく表示されませんのでご注意ください。

全ての頂点のプロットが完了し
たら、キーボードの「Enter」
キーを押します。
図形が確定され、保存されます。

※「Enter」キーを押さずに「図形作成」モードを終了すると、作成した図形が保存されませんのでご

注意ください。
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【5】オンラインビューアの操作について

4. 文字列の描画

文字列を描画するには、「簡易
図形」画面の「ユーザレイヤ」
内のグループ一覧から、図形タ
イプが「文字列」のグループを
選択します。

表示する文字列を入力します。
「文字列設定」を選択します。

「文字列設定」画面が表示され
ます。
「表示文字列」にコンテンツ上
に描画したい文字列を入力しま
す。
また、文字列に「リンクURL」
を付けることもできます。
コンテンツ上に描画した文字列
をクリックすると、ブラウザの
別タブでページを開きます。

入力が完了したら、「更新」を
クリックします。
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【5】オンラインビューアの操作について

「図形作成」モードを有効にし
た状態で、メイン画面の要素上
で文字列を描画したい位置にプ
ロットします。
プロット操作は、左クリックし
てください。
プロット後、自動的に確定され、
保存されます。

誤った位置にプロットした際は、
図形の削除を行ってください。
※図形の削除の詳しい操作は、
「 ④-3 図形の削除」をご覧く
ださい。

リンクあり文字列

拡大図

リンクなし文字列

拡大図
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【5】オンラインビューアの操作について

「簡易図形」で作成した図形の保持について

「簡易図形」で作成した点・線・面・文字列等の図形は、オンラインビューアを終了しても、シス

テムで自動保存されます。

オンラインビューアを再度起動すると、図形が作図された状態で2次元図面や3次元モデルを表示す

ることができます。

※「共通書類管理」に登録した2次元図面・3次元モデルのデータ自体に図形を書き込むわけではあ

りません。

工事情報共有システムのオンラインビューア上で閲覧する場合のみ、作図した図形を確認すること

が可能です。

図形の編集④-2

図形の編集方法を解説します。
作成した図形の編集を行うには、編集し
たい図形のグループ名の上で右クリック
をし、「グループ編集」を選択します。

表示される「図形グループ設定［編
集］」から編集を行います。

※「図形タイプ」は変更することができません。変更したい場合は、新規でグループを作成してくだ

さい。
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【5】オンラインビューアの操作について

（１）線種の変更

線種を変更する場合は、 「図形
グループ設定［編集］」で変更
したい線種を選択し、「更新」
をクリックします。

書込み済みの図形の線種が変更されます。

実線 点線

（2）サイズの変更

点の大きさ・線の太さ・文字列
のフォントサイズを変更する場
合は、 「図形グループ設定［編
集］」で変更したいサイズを入
力し、「更新」をクリックしま
す。
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【5】オンラインビューアの操作について

書込み済みの図形のサイズが変更されます。

点の大きさ： 5 pixel 点の大きさ： 15 pixel

線の太さ： 5 pixel 線の太さ： 10 pixel

文字列のフォントサイズ： 20 pixel 文字列のフォントサイズ： 30 pixel

（3）色の変更

色を変更する場合は、 「図形グ
ループ設定［編集］」で変更し
たい「色［RGBA］」を設定し、
「更新」をクリックします。
カラーコード入力欄をクリック
し、表示されるカラーパレット
から色を変更することも可能で
す。
※「透過度（A）」は、図形タ
イプで「面」を選択している場
合のみ、変更することが可能で
す。
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【5】オンラインビューアの操作について

書込み済みの図形の色・透過度が変更されます。

色： 緑 色： ピンク

透過度： 50％ 透過度： 100％

図形の削除④-3

図形の削除方法を解説します。
図形の削除は、削除したい図形を選択する「単一削除」と、グループごと削除する「まとめて削除」の
2つの方法があります。

（１）単一削除

削除したい図形を選択して1つずつ削除する方法を解説します。
図形を選択するには、「簡易図形」画面の「図形選択」を選択します。
「図形選択」を選択中は、図形選択モードに移行します。
図形選択モードを終了するには、再度「図形選択」をクリックしてください。

通常時

図形選択モード中



26

【5】オンラインビューアの操作について

削除したい図形を選択します。選択された図形は、選択範囲の四角が赤色に変化します。
（図形の複数選択はできません。）

オブジェクト未選択 オブジェクト選択中

図形選択モード中は、書き込ん
だ図形の選択範囲が白い四角で
表示されます。

図形を選択した状態で、キー
ボードの「Delete」キーをク
リックします。
選択した図形が削除されます。



27

【5】オンラインビューアの操作について

（2）まとめて削除

図形をまとめて削除する方法を
解説します。
図形をまとめて削除するには、
「グループ削除」機能を利用し
ます。
削除したいグループを選択し、
右クリックします。
表示されるメニューから、「グ
ループ削除」を選択してくださ
い。
選択したグループが削除されま
す。

※選択したグループで書き込んだ図形は全て削除されます。ご注意ください。

④ ツール操作部： 面積計測

指定した点の座標と、3点以上の点で構成された面の平面積と法面積を計測します。

面積を計測したい箇所を、
要素上で左クリックします。

指定した点の座標が画面上に表
示されます。

要素上で1点目を左クリック
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【5】オンラインビューアの操作について

2点目以降も同様に、要素上で
左クリックします。

3点以上指定すると、平面積と
法面積が画面の左上に表示され
ます。

表示対象ファイルが IFC・
LandXML・LAS の場合は
「m2」単位、SFC・P21 の場
合は「mm2」単位で表示され
ます。

⑥ ツール操作部： 衝突点角度計測

※「Backspace」キーで1つ前の操作に戻ります。

※「Esc」キーで初めから操作をやり直します。

指定した点の座標と、3点の線が構成する角度を計測します。
要素上の3点を指定すると、2点目に指定した計測点を中心とした角度が表示されます。

要素上で3点以上左クリック

角度を計測したい箇所を、
要素上で左クリックします。

指定した点の座標が画面上に表
示されます。

要素上で1点目を左クリック
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【5】オンラインビューアの操作について

2点目、3点目も同様に、要素上
で左クリックします。

3点を指定すると、2点目に指定
した計測点を中心とした角度が
画面上に表示されます。

⑦ ツール操作部： 画面座標角度計測

※「Backspace」キーで1つ前の操作に戻ります。

※「Esc」キーで初めから操作をやり直します。

指定した箇所の画面上での座標と、3点の線が構成する角度を計測します。
画面上の3点を指定すると、2点目に指定した計測点を中心とした角度が表示されます。

角度を計測したい箇所を、
画面上で左クリックします。

指定した点の画面上での座標が
表示されます。 画面上で1点目を左クリック

要素上で2点目を左クリック要素上で3点目を左クリック
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【5】オンラインビューアの操作について

2点目、3点目も同様に、画面上
で左クリックします。

3点を指定すると、2点目に指定
した計測点を中心とした角度が
画面の左上に表示されます。

⑧ ツール操作部： コンソール表示

※「Backspace」キーで1つ前の操作に戻ります。

※「Esc」キーで初めから操作をやり直します。

計測機能の操作方法と、計測結果のログを表示します。
ツール操作部の、以下の5つの機能でご利用いただけます。

⚫ 断面表示
⚫ 距離計測
⚫ 面積計測
⚫ 衝突点角度計測
⚫ 画面座標角度計測

画面上で2点目を左クリック画面上で3点目を左クリック
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【5】オンラインビューアの操作について

「コンソール表示」を選択すると、画面の下に選択中の機能の操作方法が表示されます。

選択中の機能の操作方法
（ここでは、「距離計測」の操作方法）

計測を行うと、計測結果のログが表示されます。

計測結果のログ
（ここでは、「距離計測」の計測結果）
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【5】オンラインビューアの操作について

「コンソール表示」について

「コンソール表示」を終了する場合は、再度「 」をクリックするか、コンソール表示部分の右

側の「 」をクリックします。

表示された計測機能の操作方法や計測結果のログは、「Backspace」キーや「Delete」キーで消去

することができます。

また、コンソール表示部分右側の「 」をクリックすると、コンソール表示内の全ての情報を一

括で消去することが可能です。

⑨ ツール操作部： 詳細設定

オンラインビューアの詳細設定画面を表示します。
点群の点サイズや背景色、描画オプションの設定を行うことができます。
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【5】オンラインビューアの操作について

点サイズ（点群）⑨-1

「点サイズ（点群）」のバーを
動かして、点群データの点サイ
ズを設定します。

初期値は一番左側で、バーを右
に動かす程、点サイズが大きく
なります。

設定後、「適用」をクリックし
ます。

「点サイズ（点群）」は、点群データの点サイズを設定する項目です。
点サイズを大きくすることで、間引きされている点群データの点間を調整することができます。
点群データ（LAS形式）を表示している場合のみ項目が表示され、設定が可能です。

点サイズが設定した大きさに変更されます。

変更前（初期値、バーの一番左側） 変更後（バーの中央）
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【5】オンラインビューアの操作について

背景色⑨-2

RGBバーから設定するには、
バーを動かして色の割合を設定
します。

「背景色」は、オンラインビューアの背景色を設定する項目です。
背景色を設定するには、RGBバーで設定する方法と、カラーパレットから設定する方法の2つの方法が
あります。

カラーパレットから設定するに
は、カラーコード入力欄をク
リックします。
カラーパレットが表示されます
ので、背景色を選択してくださ
い。
選択した色のカラーコードが、
カラーコード入力欄に表示され
ます。

※カラーコード入力欄に、直接
カラーコードを入力して指定す
ることも可能です。

背景色を選択したら、「適用」
をクリックします。
背景色が設定した色に変更され
ます。
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【5】オンラインビューアの操作について

描画オプション⑨-3

「描画オプション」は、オンラインビューアに表示する情報の表示/非表示を設定する項目です。

メイン画面の中央（注視点位置）に表示されるXYZ方向を示す軸（注視点軸）の表示/非表示を切り替
えます。

注視点軸を表示する場合は「注
視点位置の表示」のチェックを
つけ、非表示にする場合は
チェックを外します。
設定後、「適用」をクリックし
ます。

（１）注視点位置の表示

注視点軸は、北方向（Y軸）が
緑色、東方向（X軸）が赤色、
上方向（Z軸）が青色の線で表
現されます。

※座標系は「数学座標系」です。
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■ご注意

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されております。

（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。

（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう

可能性があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。

（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの事がご

ざいましたら、当社までご連絡ください。
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